
★院内コンビニの紹介★ 

 

第２２号 発行日：平成２６年７月１８日 

市 立 福 知 山 市 民 病 院  
所 在 地  

 6 2 0 - 8 5 0 5  

 京 都 府 福 知 山 市 厚 中 町 ２ ３ １ 番 地  

  TEL：0773-22-2101   FAX：0773-22-6181 

  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http://www.fukuchiyama-hosp.jp/ 

～一度私たちの病院に来てみませんか？～ 

《看護師きてみて情報誌》 

 

★認定看護師の紹介★  

  緩和ケア認定看護師 

 緩和ケア認定看護師の藤原副看護師長を御紹介します。 

Ｑ：緩和ケア認定

看護師になった

きっかけ・思いにつ

いて 

Ａ：以前からがん看

護には興味を持っ

ていました。がんの

患者さんに関わる中で、緩和ケアについてもっと専門的な知識・技

術を持ちたいと思ったから目指しました。 

Ｑ：資格を取得してやりがいを感じられること 

Ａ：患者さんやそのご家族の苦しみを和らげるためのケアを通して、

患者さんやご家族との良い関係を築き同じ目標に向かって関われ

たときに勉強して良かったと思います。 

Ｑ：ぜひ知って欲しいことは 

Ａ：まだまだ一般的には緩和ケアはがんの治療を終えてから実施す

るケアと思われています。がんと診断された時から、全てのがん患

者さんに緩和ケアを提供出来るように頑張っていきたいと思ってい

ます。  

 集中ケア認定看護師 

集中ケア認定看護師の豊嶋副看護師長を御紹介します。 

Ｑ： 当院での活動

内容や予定について 

Ａ：今後の予定として

は、ＩＣＵの患者層や

入室期間などＩＣＵの

現状データ化、ＲＳＴ

（呼吸サポートチー

ム）などの立ち上げな

どに関わっていきた

いと考えています。 

Ｑ：集中ケア認定看護師になろうと思ったきっかけ 

Ａ：集中治療看護の奥深さに興味があり、集中治療室での看護を

実践していきたいと考えていました。しかし自分の経験や学習だけ

では限界もあり、自己研鑽のため研修を受けました。 

 

★看護師教育について★ 

  ６月に看護師教育のレベルⅢの研修が行われました。その中

のフィジカルアセスメント研修について取り上げたいと思います。 

 １回目は呼吸に係るフィジカルアセスメントについて行われまし

た。 

人形を用いて実際に呼吸音の正常、異常、部位によっての違い

をグループに分かれて聴診しました。 

研修を受けたレベルⅢの方の感想 

・聴診の部位によって呼気と吸気の比率が違うことを初めて知り

ました。勉強になりました。 

・実際に人形を使って、部位によって呼吸音の性状が違うことや

自分が異常だと判断していた呼吸音が正常であったことに気づき

ました。4人程度の人数で一緒に呼吸の音を聴診して考えること

が出来たので楽しかったです。 

今後もグループに分かれ、循環器についてなど、違う部位につい

ても研修が行われる予定です。 

★新人さんの声★ 

今年の４月に入職した新人さんの声を紹介します。 

Ｑ：就職先を市立福知山市民病院に決めた理由は？ 

☆：新人教育をきちんとしてくれるうえに、院内の研修が多く各分

野の技術・知識を学ぶことが出来るためです。 

Ｑ：実際に働いてみた感想は？ 

☆：先輩方が丁寧に分かりやすく指導してくださり新人のサポート

体制が整っていると思いました。 

Ｑ：働き始めて意外に感じた事はありますか？ 

☆：看護学校の時よりも細かい項目での技術テストがあります。 

☆：人間関係が大変そうだと思いましたが、皆さん優しいです。 

☆：新人のことをすごく考えてくれています。 

☆：お昼の休憩もきちんととることが出来ます。 


